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論 文 内 容 の 要 旨
序論
本論では、べ一 トー ヴェンの全歌曲を研究対象 とし、筆者 の修士論文の成果 と問題 点をふ まえ、
M.ユス トの講演記録に ヒン トを得て、各作品に見 られる歌詞 の反復 と音楽 との関連性 を明 らかに
す るこ とを試 みた。そ して、同一の詩に作曲され た同時代の作品 との比較 と個々のべ一 トー ヴェ
ン歌曲の分析 を通 して、ベー ト 一ーヴェンが歌曲分野 にお いて も新 しい表現 の可能性を求 めたその
足跡 を探 り、べ一 トー ヴェン作品の独 自性 の一端 を明 らかにす ることを 目的 とした。
本論の分析 対象は、今 日最 も信用 されている全集版、ヘ ンレ版のべ一 トー ヴェ ン新全集に収 め
られてい る1べ 一 トー ヴェンのピア ノ伴奏付 き声楽作品」の うち、 ドイツ語以外 の歌詞 による歌
曲 と、歌詞 と音楽 との関連性が うま く把握できない断片的な作品を除 く86曲 である。 また これ
らピア ノ伴奏付 き声楽作 品には、 リー トとゲザングが混在 しているが、その形式や演奏形態に関
わ らずそ の全てを研究対象 とした。
本論 にお ける歌曲分析は、J=』.ナテ ィエの中立 レヴェル分析に ヒン トを得なが らも彼 とは異
な る研究方法に もとついている。す なわち、作品 の構造、作品内部 の諸要素を扱 う際、記号表記
(notatio皿)としての楽譜 の うちに確認できるべ一 トー ヴェ ン歌曲の二つの表現要素(歌 詞 と音
楽)が もつ相互関係が探 られている。具体的には、歌詞の反復 を軸 として、音楽の構成 要素 との
関連が見 られ る顕著 な例 を各歌曲か ら抽出 した。 また、本論 では、その歌詞の反復が歌曲の中で
担 う機能 の点か ら、べ一 トーヴェンの歌曲作品における共通項 を見出 し、べ一 トー ヴェン歌曲に
お ける歌 詞の反復が もっ機能的役割 を導き出す とともに、各歌曲の中で歌詞の反復が歌詞そのも
のに与える影響、特に歌詞の反復 と、反復 され る歌詞の音楽的要素 と歌詞の意味内容 との関係に
っ いての考察 を通 して、べ一 トー ヴェン歌曲の独 自性について考察す ることを最終 目的 とした。
第1章 ベー ト 一ーerエン歌曲にお ける歌詞 と音楽 との関連性
第1章 では、第1節 において、ベー トー ヴェン歌曲の周辺的事項 として、べ一 トー ヴェンの生
涯、当時 の歌曲の在 り方、作品番号 、作詞者について等 、歌曲作 曲にまつわる伝記的な事柄につ
いて述べ たfi成立年代に着 目して歌曲を列記 した表1を 見 ると、歌 曲の作曲はベー トー ヴェンの
生涯にわたっていることがわか る。 そ してベー トー ヴェン歌曲をその形式や歌詞内容 な どか ら概
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生涯 にわたってい ることがわかる。そ してべ一 トー ヴェン歌曲をその形式や歌詞内容な どか ら概
観 した。 また 、ベー トー ヴェンによる歌詞の変更や、改稿、改作の問題 にっいて も触れ、本論 の
研究対象の範囲 を確認 した。つづ く第2節 では、主要先行研究にお いてす でに指摘 されている、
べ一 トー ヴェン歌 曲における歌詞 と音楽 との関連性 を挙げた。 これ らの研 究においては、その指
摘 が主 に歌詞 の韻律 と音楽の諸要素 との一致、不一致にっいて多く集 中 してお り、歌詞の内容 と
音楽 との関連性 については今 日までほ とん ど扱われていない ことを通 じて、本論で追究す る意 義
を確認 した。
第2章 ドイ ツ ・リー トにおける歌詞 の反復 と音楽 との関連性
第2章 第1節 では、まず、一般的 な ドイツ ・リー トにおける歌詞 の反復 について述べた。本論
における歌詞の反復 とは、完全に同一の、あ るいはほとん ど同一の歌詞が同一の詩の中で場所 を
変 え、2回 以上現れ る現象 と定義す る。 ドイツ ・リー トにおける歌詞の反復 には、元の(作 詞者
による)歌 詞の反復 と、作曲者 による歌詞の反復の二種が確認で きる。すなわち、作詞者 による
詩作の段階 で詩の形式や装飾の意味で詩の中の語句を反復 させてい る場合 と、作曲者による付 曲
の段 階で作 曲者が元の歌詞の反復 とは別にさらに語句を反復 させている場合 がある。っつ く第2
節では、べ一 トー ヴェンと同時代の ドイツ ・リー トの中か ら、作曲家た ちが同一の詩 に曲を付 け
た3つ の例 を提示 し、歌詞の反復 と音楽 との関連性、とい う観点か ら個々の歌曲を分析 した。 具
体的 には、マ ッテ ィソンの 《Andenken想い》、ヘルテ ィの 《Klage嘆き》、ゲーテの 《Sehn8ucht
あこがれ》これ らの詩 を軸に、元の歌詞 の反復 と作曲者に よる歌詞の反復 の2つ を区別 した上で、
作曲家間の、歌詞の反復部分 にお ける音楽的要素の比較を行 った。そ して、同時代の ドイツ ・リ
ー トにお ける歌詞 の反復 に対す る扱い方 にも、ライ ヒャル ト、ツェル ター 、ツムシュテーク と、
べ一 トー ヴェン、シューベル トとの間に差異が見 られることがわかった。すなわち、歌詞の反復
を、音楽の本 来 もっている反復の要素、特に形式に結びつけた歌曲作曲の傾向が、ベー トー ヴェ
ンや シューベ ル トの作品には見 られた。 この事実は、 ドイツ ・リー ト成立過程の一端 とも考え ら
れ る。また第3節 においては、第2節 の分析か ら得 られた、べ一 トー ヴェン時代の ドイツ ・リー
トにおける歌詞の反復 と音楽 との関連性 についてま とめた。 またそ こか ら導き出 された音楽の構
成要素 として の 「反復」についても触れた。
第3章 べ一 トー ヴェン歌曲における歌詞の反復 と音楽 との関連性
第3章 では、べ一 トーヴェンの個々の歌曲を分析す ることを通 して、歌詞の反復が もっ機能的
役割 を抽 出 し、またその個々の歌詞への影響 も考慮に入れ、考察 を行った。まず第1節 において
元 の歌詞 の反復 と音楽 との関連性 、ベー トー ヴェンによる歌詞の反復 と音楽 との関連性の二側面
か らべ一 トー ヴェン歌曲の楽曲分析 を行 った。その際、双方の歌詞 の反復 を、単語1品 詞!文
単位 、詩行 単位 、詩節単位の反復 とい う3つ に区分 した。また、歌詞の反復部分の音楽的要素 の
変化 を観 察 し、個 々の歌曲においてその歌詞 の反復がもつ機能的役割 に焦点を当てて分析 した。
また第2節 にお いて、その分析 のまとめを行 うとともに、OP.98に見 られ る歌詞 の反復 と音楽 と
の関連 か ら、歌詞 の反復の機能的役割 、個々の歌詞への影響 につ いて具体的に把握 した。そ して
最終的 に第3節 において、べ一 トー ヴェン歌曲にお ける歌詞の反復 と音楽 との関連性についての
考察 を行 った。
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結論
べ 一 トー ヴェン歌曲における歌詞の反復 は、元の歌詞の反復 および作 曲家 による歌詞の反復 ど
ち らにつ いて も、個々の反復 による歌詞の強調 と、そ して歌詞の配置や個々の音楽的要素 との関
連 によって、音楽形式の元 となる音楽 の反復 との関連に結びっ く場合がある といえる。すなわち、
ベー トー ヴェン歌 曲における歌詞の反復は、音楽 との関連に よ り、大き く次の2つ の機能 をもつ
と考 えられ る。す なわち、各歌詞 を強調する機能 と、音楽上の反復 と結びつき音楽形式 を形成す
る機 能である。各歌詞 を強調す る機能 とは、歌詞 と音楽的要素が結びつ くことによ り、歌詞の反
復部分が曲全体の中で際だつ効果 を出す働 き、 といえ る。その際 、元の歌詞にお いて も、べ一 ト
ー ヴェン自身が行 った歌詞の反復について も、反復部分 にお ける音楽的要素(歌 唱声部 、伴奏声
部における音高、音価、 リズム、強弱、調性、速度記号等)の 変化は必ず しも一定 してお らず 、
個々の歌詞 において一致 と呼応、不一致が見 られ る。す なわ ち、各歌詞に対応 した強調 が各所 で
行われているといえる。また、音楽的要素の一致、すなわち音楽の反復を ともな う歌詞 の反復 も、
呼応 や不一致 による音楽の差異 をともな う歌詞の反復 も、歌詞の強調 とな りうる。一方 、音楽上
の反復 と結びつき音楽形式 を形成す る機能 とは、各歌詞 に付 けられている音の小 さな連な りが動
機 とな り、その歌詞の反復がそのまま 「音楽の反復」 と結びつ きそのまま形式に発展す る。 ある
いは動機 が立て続 けに連なればそれ ばゼクエンツ とな り、旋律 を形作 る一部分 とな り、最終的に
音楽形式の構成要素にな るとい う働 きである。 この 「音楽 の反復 」は、前述 したクロ ップがまと
めた音楽の反復の3つ の機能(Kropp2003,S.7fOにそのまま結 びつ く。すなわち、動機 の反復に よ
る旋律 の形成 、ゼ クエンツ(同 リズムの動機の、音高変化 を伴 う連続)の反復に よる旋律の形成、
旋律の反復 による形式の形成、 これ らの機能は全て、べ 一 トー ヴェン歌曲全体の各所 において歌
詞 の反復 と関連付 け られているといえるのである。 また、 クロップによると、音楽において反復
され る要素である動機や旋律は、(音楽 を)引 き伸 ば し、発展 させ るために用い られ る。また さら
には、一つの作品に関連性 をもたせ 、固執(lnSiStieren)、強化(VerStZarken)といった表現手
段 として組み込まれ る(Kropp2003,S.6)。すなわち、動機や旋律 の反復 とい う音楽上の反復は、
音楽 の構造 を支 え作品全体に関連性 をもたせ るとともに、それ ら反復 され る音型 を強調す る意 味
を ももつ。すなわ ちここで も、ベー トーヴェン歌曲にお ける歌詞 の反復 のもつ2つ の機能 の強固
な結びつ きが明 らかになる。 こうしたべ一 トー ヴェン歌曲における個々の歌詞 の強調 と音楽形式
との深 い関連性 は、Qp.98の分析 を通 しても具体的 に証 明され る。 したが って、この よ うに見て
くると、べ一 トー ヴェンは歌詞 をあたかも音楽上の一つの動機 と して扱い、その動機操作 によっ
て音楽 を形作 るとい うま さにベー トー ヴェンが得意 とした器楽作品を作曲す る方法で、音楽主体
の歌曲作 曲を行ってい ると言 える。 しか しOp,98の分析 に見た よ うに、ただ音楽主体 とい うだけ
でな く、形式 を重視 しなが らも歌詞の内容 に即 した形で個々の歌詞が強調 されている例 もある。
すなわちOP.98では、終曲の最終詩節に見 られる冒頭 の旋律 の回帰、歌詞 の先取 りや コーダの形
成 に見 られ るよ うな歌 曲の形式 を整 える手段 としての機能を もつ と同時に、元の歌詞 の反復 にお
いては、元の詩の内容 、お よび反復 されている歌詞の前後の文脈 に則 して音楽的要素が変化 して
い ると考え られ る。そ して こうした音楽の変化を ともな うことで、反復 され る同一の歌詞が別の
印象をもって とらえられ るといえる。一方、べ一 トー ヴェンによる歌詞 の反復については、 「ja」
の付加や最後の コー ダに見 られるよ うな執拗な くらいの歌詞の反復 によって、またそ こに音楽的
要素の変化 をともな うことで、歌詞の意味を強調 し気持 ちの高ま りを表現 している といえる。
以上、第3章 の分析 を通 し、上記2つ の機能的役割 をもつ歌詞の反復 と音楽 との関連は、べ一
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以上、第3章 の分析 を通 し、上記2つ の機能的役割 をもっ歌詞の反復 と音楽 との関連は、べ一
トー ヴェン歌曲にお ける歌詞 と音楽 との関連性 の一つであ り、べ一 トー ヴェン歌曲の特徴 と考 え
られ る。ただ し、第2章 において、シューベル トの歌曲作品において も歌詞の反復が音楽形式 に
結びっ く例を確認 した ことか ら、これ ら2つ の機能的役割は当時の ドイ ツ ・リー ト作曲の傾 向に
もつながるこ とが考 えられ る。 よってこれ ら2つ の機能的役割 をもってべ一 トー ヴェンの独 自性
と断定す ることはできないが、本論 の分析 において、 ドイ ツ ・リー トの成立、発展 の一端 をかい
ま見た ことは事実であ り、個々のべ一 トーヴェン歌 曲において見 られた個々の歌詞 の反復 と音楽
との関連全てがべ一 トー ヴェンの独 自性に結びっいている と考え られ る。またそ うした時代の 中
で、べ一 トー ヴェンは歌曲において、詩に元か ら含 まれ る歌詞の反復 と音楽的要素を結 びつ け、
またユス トの指摘す るよ うに、 自ら歌詞 を反復 させ音楽的要素 を結びつけることによって 「テキ
ス トを侵害 し、音楽の形態 にテキス トを従わせている」 と同時に、まさに 「テキス トの形態 を超
越 し発展 させ 」ている。そ こには器楽では実現できなかった分野、また当時の歌曲作曲におい て
も画期的 な新 しい世界 を切 り開いた とい えないであろ うか。
先行研究ではべ一 トー ヴェン歌曲における歌詞の反復に関す る研究が これまで行われてお らず、
歌曲研究全体 において も、歌詞の反復について論 じられ ることは これまでほ とん ど無か った。 よ
って、本研究 において歌詞 の反復の意義 を考察 した ことは、べ一 トー ヴェン歌曲の独 自性 の一側
面を明 らかに した こととなる。そ してまた、本論はべ一 トー ヴェン研究全体、歌曲研究全体 にお
いても大きな意義のある研 究 といえる。
今後 の研究課題
今後の研究課題 としては、歌曲以外のべ一・トー ヴェンの声楽作品であるオペ ラや民謡編曲、そ
の他 の声楽 ジャンルにおける歌詞の反復 と音楽 との関連性について も追究 していきたい。それ か
ら、今回は新全集 に収め られた、いわば完成 された楽譜 をもとに分析 を行 ったが、スケ ッチな ど
作品の創作過程 において、歌詞 の反復 をべ一 トー ヴェンは どのよ うに扱 っていたのか をも視野に
入れ、ベー トー ヴェン歌曲における歌詞の反復 と音楽 との関連性 について より深 く追究 してい く
ことが今後の研究課題である。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は器楽作曲家として高い評価 を受けているL.v.ベー トーヴェンの歌曲作品における歌詞 と音楽と
の関係を歌詞の反復という面か ら論 じた大変にユニークな研究である。全体は序論、第1章 、第2章 、第3
章、結論の五部から成る。
序論では、本論文の研究 目的、研究対象、研究方法が明 らかにされ、本論の構成について説明されている。
第1章 では、研究対象となるベー トーヴェン歌曲にまつわる歴史的な背景について論 じられている。べ一
トーヴェン時代の歌曲のあり方、ベー トーヴェンの個々の歌曲作品、それ らの作詞者たち、ベー トーヴェン
歌曲に見 られる形式と歌詞の内容との関係、ベー トーヴェン自身による歌詞の変更や改稿や改作について論
じられ、またべ一 トーヴェン歌曲に関する先行研究について詳細な検討が為 されている。 これはベー トーヴ
ェン歌曲とそれ以前の歌曲 との違いまた先行研究の不備について述べたものである。
第2章 では、歌詞の反復 とは完全に同一の或いはほとんど同一の歌詞が同一の詩の中で場所を変え2回 以
上現れる現象 と定義され、歌詞の反復のうちには ドイツ ・リー トにおける歌詞の反復として作詞者による元
の歌詞の反復 と作曲者による歌詞の反復の二つがあるとされ、ベー トー ヴェン時代の ドイツ ・リー トのうち
作曲家たちが同一の詩に曲を付けた3つ の例を用いなが らそれ らにおける歌詞の反復 と音楽 との関係の持つ
特徴が詳細に分析されている。これはベー トーヴェンの歌曲作品と同時代の他の作曲家たちによる歌曲作品
を比較検討 したものである。
第3章 では、ベー トーヴェン歌曲における歌詞の反復と音楽 との関連性について詳細な分析が為され、そ
れ らの反復が持つ意味について詳細に検討されている。まず元の歌詞における反復 と作曲された曲との関係、
またベー トー ヴェンによる歌詞の反復 と音楽との関連性の二側面か らベー トーヴェン歌曲に関する分析が為
され、さらにまた作品98に 見 られる歌詞の反復が持つ音楽的な意味、作曲された曲がもた らす歌詞の内容
への影響力が具体的に分析されている。つまり、歌詞の反復と音楽との関係をよ り詳細 に分析することによ
って、ベー トー ヴェン歌曲における歌詞 と音楽相互のあり方、ベー トーヴェン歌曲の独 自性 に関する分析 と
考察とが詳細に行われている。これは本論文の中核を成す部分であり、その分析の厳密さ、精緻さの点にお
いて先人たちの研究 をはるか に凌 ぐものである。
結論では、全三章の概要が示され、今後の研究課題について論 じられている。
以上要するに本論文は、ベー トー ヴェン研究において従来疎かにされがちであった彼 の歌曲作品を取 り挙
げ、それ らにおける歌詞 と音楽の反復 に注目することによ りベー トー ヴェン歌曲作品が持つ独 自の特徴
を先行研究に見 られぬ形で詳細かつ厳密に分析 している点において、人間社会情報科学の発展に寄与すると
ころが少な くない。よって、本論文は博士(情 報科学)の 学位論文 として合格 と認める。
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